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研究成果の概要（和文）： 

中国語は、１９世紀末までの近代語から如何に２０世紀五四運動以降の現代語へと成長して

いったかという問題意識のもとで、以下の現象を取り上げ、中国語の近代化の過程における異

言語による影響はどのようなものであったかを明らかにする。 

 現代語彙体系の形成：学術用語の成立、語の多音節化、含同語素類義語群（改、改革、

改善、改良､改変、改進、）の出現 

 形式動詞（進行、加以…）、二音節前置詞（対于、関于、作為…）の発生と連体修飾成

分の複雑化 

研究成果の概要（英文）： 

How the Chinese language developed from the late 19th century’s to that after the May 4th 

Movement? Proceeding from this point, this essay tries to illustrate the role that foreign words had 

played in the modernization of Chinese language by the using of the following examples. 

 The forming of Chinese modern lexical system: including the forming of academic vocabulary, 

polysyllabic words, and the forming of group of near synonyms which include at least one same 

morpheme（改、改革、改善、改良、改变、改进 etc）. 

 The forming of dummy verbs (进行、加以) and disyllabic prepositions（对于、关于、作为）, and 

the complication of attributive elements. 
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１．研究開始当初の背景 

 現代中国語は、１９１９年の五四新文化運
動以降、「言文一致」によって特徴づけられ、
成立したものと考えられている。これまでに
現代語と近代語は、それぞれ共時的、通時的
な観点に比重が置かれ研究されてきた。しか
し、そこには近代語から如何に現代語へと成
長していったかという視点、及びそれに基づ
いた研究が必ずしも存在していなかった。中
国語の近代化は外部要因によって加速化さ
れたプロセスであるのに、研究者が内部から
しか中国語を見なかったことと大いに関係
がある。近年、言語形式と表現内容の近代的
変遷に研究者の関心が集まろうとしている。
中国語が前近代的なものから近代国家の「国
語」として成長していく過程を言語学的に解
明することが不可欠である。これには中国語
とそれをめぐる外部環境の影響という新し
い視座が必要である。申請者はまさにその点
から現代中国語の形成史を考察しようとす
る。申請者はこの２０年近く、中国語に与え
た日本語の影響を研究してきた。また研究分
担者の内田慶市と共に、西洋人による中国語
の文献資料を調査し、その現代中国語成立過
程における役割を追究してきた。このような
言語間のインターラクションの観点に立脚
した本研究は、１７世紀から１９世紀初頭ま
での中国語のあり方と変化を周辺諸言語：宣
教師資料、日本語資料から「近代中国語」と
は一体どういったものであったのかを明ら
かにし、さらには、それが「現代中国語」に
如何につながっていくかを解明することを
その主要な研究目的としている。本研究によ
り、現代中国語の形成に関与する諸要素の影
響作用、近代中国における「国語」の概念の
確立および現代中国語の「普通話」の形成・
発展一側面が明らかになることが期待でき
る。 

２．研究の目的 

 （1）（ 2）は日本語語彙の借用、（3）は
西洋言語の直訳と大いに影響関係がある。本
研究はそのような事実の背後にある社会的、

言語的の動機付けと原理を明らかにするこ
とを目指す。本研究の成果により、現在進行
形にある中国語近代化に関する研究は大い
に促進されるものと確信している。 

３．研究の方法 

 本研究計画の主な研究方法は以下の通り
である。 

（1）『中国語言生活緑皮書 2008』の付録「現
代漢語常用詞表」（草案）にある現代中国語
常用語彙 56000 語について、日中同形語の数
量、意味的分布等の視点から調査する。使用
率上位 2000 語について、語源記述を通じて、
日本語の影響の実態を解明する。 

（2）『人民日報データベース』を利用して、
1949～2008 年間の形式動詞「進行」、二音節
前置詞「対于」等について通時的変化を捉え
る。 

 『中国早期白話報彙編』を利用して、西洋
言語を翻訳ソースとして持つ記事、小説類に
ついて、連体修飾節の実態について調査・分
析する。 

４．研究成果 
 下記の研究論文、書籍からも分かるように
言語現象、語彙に対する調査、記述により、
中国語の近代国語への進化の道程において
作用する諸要因について、初歩的にそれを明
らかにすることができた。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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